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　The paper records the petrofabric analysis of crystalline limestone which is distributed along
the northern side of the “Mikabu” green rock, from the Sambagawa Southern Marginal Belt
at Higashi-Iyayama, Miyoshi･gun, Tokushima Prefecture.
　A prominent planar foliation, which may be accordant to the bedding plane･ is recognized.
And two types of lineations are marked on it； one is ａ eat lineation, which is remarkably
distinct; and the others are micro-corrungated lineations･ which are oblique to the former with
high angle.
　According to the degree of development of {0112)- lamellae in calcite grain. three types of
lamellae are distinguished ； (1) untwinned lamellae) (2) slightly twinned lamellae and (3) com-
pletely twinned lamellae.
　The author has investigated ｃ crystal lographic axis, {0112} lamella and edge 〔ｅ:ｅ勺about
(1), and ｃ crystal lographic axis, {0112} twinned lamella, glide line 〔ｅ:ｒ〕, gliding sense, ce-
girdle and compression and tension axes most effective in forming each {0112} twin about （2）
and (3).
　As the results, it is conceivable that untwinned lamellae and slightly twinned lamellae
have been formed in connection with the flat lineation, and completely twinned　lamellae
with the high angle lineations.
　It is obvious that the degree of development of {0112} lamellae had been decided by lattice
orientation at the earlier phase of recrystallization. Moreover, the author　discussed the
mechanism of formation of {0112} lamellae.
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ．　ま　え　が　き
　構造岩石学の主要な目標は岩石中のいろいろな構造要素の形態的特性や配列から，その岩石が
形成されたときの物理的条件を知ることである．しかしながら，現段階ではそれに必要な理論も実
験もきわめて不十分である．こういった現状のなかにも，最近10年間にカリフォルニア大学の
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Griggs, Turner, Heard, Handinその他の物理学者と岩石学者か中心になって，石灰岩や大
理石中の方解石結晶の高温高封圧実験をおごない，その結果得られたデーターを実際に自然に変形
した石灰岩や大理石にあてはめ，岩石の変形史を解析する上でめざましい成果をあげている．
　著者はこういった意味合いから四国中央部三波川変,成帯正地向斜の南縁帯の諸所に分布する結晶
質石灰岩についてゲフューゲ解析をおこなっているが(SU2XJKI, 1962 a, b)，徳島県三好郡東祖谷
山村久保で得られた二種の線構造をもつ結晶質石灰岩からの結果をここに述べる．
　この稿を起すにあたり終始御懇篤な御指導を賜わった広島大学の小島丈児教授には厚く御ﾈし申し
上げる．また，広島大学のペトロロジストクラブの諸氏には有意義な検討および助言をいただいた
ことを記し，ここに深く謝意を表する次第である．
　　　　　　　　　　　　　　　　Ｕ．構造および組織
　この試料(試料ナンバーT S33102902)は，いわゆる“御荷鉾”緑色岩の北側に直接している岩
体で，純度の高い結晶質石灰岩である．肉眼的な観察では面構造は層面片理面･と考えられるただ一
つの面が観察されるのみである．片理面の走向はN67°Ｅ，傾斜はＳＥへ48°である．線構造はこの
片理面上にほぽ水平なリニェーションがもっとも顕著で，方向はN78°Ｅ，=落しは東へ４°である
(これをｂ－リニェーションと名付ける)．この他，このリ４エーションに約60°と70°で斜交する
二９の高角度リェェーションがみられる．これぱmicro-corrugated"なリニェーションと呼ぶべ
き性格のものである(これらをｂ'－およびb″－リニェーションと名付ける)．第14図にはそれぞれ
の構造要素が示されている．
　鏡下における観察ではその90％前後が方解石からなるというほとんど単一鉱物の集合体である．
結品粒は0. 2 mm程度で等粒状である．一般に，結晶質石灰岩や大理石中の方解石のあるものには
{0112}面＝ｅ面上に双品葉片構造または単なる葉片構造が発達していることはよく知られている．
この結晶質石灰岩においても全体の約86％の結晶粒がむ而本に葉片構造をもっている(第１表)．
　　　　　　　第１表．結晶質石灰岩中の方解石の{01T2)双品および非双品葉片構造の割合．
非双昌粒
不完全双昌粒
完全双晶粒
そ
葉片構造をもたない
一組の葉片構造
二級の葉片構造
一組の双品菜片構造
一組の双晶菜片構造とー･組の葉片構造
一組の双晶葉片構造
二組の双高葉片構造
一組の双品葉片構造と一級の葉片構造
-　-
　の　　　　　　　他
15.6
32.8
19.4
-
,･8.8
7.7
-
8.3
1.1
3.4
-
2.7
　また，再結晶作用後の等粒化作用の証拠はなく，･粒境界はシャープで，波動消光もほとんどみら
れない．このことは結晶粒が再結晶作用のおこった初期の変形作用の際，すでに現在みられる形態
および光学的方位をとっていたということかできる．したがって，双晶を含めてすべての葉片構造
が再結晶作用後の変形時相の生成物であることを意㈱しているともいえるのである．
　これら{0112}葉片構造は双晶の発達の程度によって三つのタイプに分けられる（ＭＣＩＮＴＹＲＥ
and Turner, 1953 ；Suzuki, 1962 a）.
1）非双高葉片構造(untwinned lamellae)
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　200倍の鏡下において{0112}面上に葉片構造はみられるが，それを垂直な位置に置いても双晶と
　しての性格をもたず,.単に細い線としてしかみえないもの.
2）不完全双晶葉片構造(slightly twinned lamellae)
　200倍の鏡下において載物台を回転すると異なった消光を示す．したがって，双晶であることに
　は違いないが，双晶した部分の光学的方位を測定することができないもの.
3）完全双晶葉片構造(completely twinned lamellae)
　200倍の鏡下において双晶した部分の光学的方位の測定が可能なもの．
なお，1）と2）との間には歴然とした境かおるわけではない．しかし，2）と3）とは漸移関係では
ない．すなわち，2）は双晶の最大巾が５ミクロンであるのに対し，3）は15～20ミクロンで，この
中間巾のものは存在しない．したがって，この試料では両者の区別は容易である．
　第１表は試料の方解石結晶粒中に存在する{0112}双晶および非双晶葉片構造の産出の割合いを
示したものである．
　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅲ．　研　究　方　法
　結晶質石灰岩のｂ一リニエーションに垂直な薄片を作製･し，その中の方解石結晶の光学的方位の
データーを５軸のライツ製自在回転台で測定した．
　このようにして得られたデーターを径20 cmのシュミット等面積投影網に投影し，この投影図か
ら密度を計算して等密度線図を作製した．
　ダイアグラムはすべて中心をｂ－リニエーションに，そして水平面を層面片理面に一致させ西か
ら東を望むように画かれている．
　　　　　　　　　　　　IV.ダイアグラムの記述
　1）結晶主軸Ｃ
　薄片中の方解石結晶の結晶主軸Ｃを無選択に500ヶ測定して作製したのが第１図である．このダ
イアグラムはac-girdleを示し，最大集積の位置はこのgirdle内で，層面片理面の極から約40°の
ところに位置している．このダイアグラムから方解石結晶の大部分のＣ軸は構造軸ｂ（ｂ－リニエ
ーション）に直角ないしは高角度で交わり，しかも層面片理面にもかなり高角度で交わっているこ
第１図　方解石のＣ軸方向のダイアグラム．無選択に500ケ測定．
　　最大集積:9.4％.等密度線:9－7－5－3－2－1％.
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とがわかる．さらに，方解石結晶の結晶主軸Ｃと葉片構造の極とのなす角度は26％゜である．このこ
とはb.リニェーションに垂直に切断して作製したａｃ一薄片内で> {01T2}葉片構造の大半のものの方
向を測定することが可能であるといえる．したがって，j。薄片のみでの測定でも{0112}葉片構造の
ファブリック・パターンに格別の支障をきたすことはない．
　次に，結晶主軸Ｃの方向を{0112}葉片構造の各タイプ別に選択測定し，それぞれについてダイア
グラムを作製した(第２図)．どれも不完全ながら一つのac-girdleを画いている．最大集積の位置
が井双晶粒ではac-girdle内で構造軸のａとｃとの中間近くに存在するのに対して,完全双晶粒では
構造軸ｃに非常に接近しており，不完全双晶粒では構造軸を基準にして考えるとその中間的位置に
ａ
　ｂ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｃ
第２図．方解石のＣ軸方向のダイアグラム．
　ａ）非双品粒のＣ帆測定100､ヶこ
　　　最大集積:8.5％.等密度線:8-7-4-3-2-1 %.
　b）不完全双品粒のＣ軸．測定60ヶ.
　　　最大集積:18. 3%.等密度線:17－14－10－7－5－3－2％.
　ｃ）完全双晶粒のＣ軸．測定100ヶ.
　　　最大集積:10％.等密度線:9-7-5-3-1 96.
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存在している．いずれにしても多かれ少なかれ層面片理面の極とは斜交している．しかしながら，
完全双晶粒中の結晶主軸Ｃは層面片理面に対して45°代上の高角度で位置するものが圧倒的に多い.
　2) {01T2}葉片構造
　{0112}双晶葉片構造についてはＣ軸と同様に，不完全なac-girdleを画いている．そのうち不完
全双晶粒のものは最大集積が一つで，ほぼ構造軸ｃに一致している（第３図ａ）．このことは{0112}
　　ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｂ
第３図．方解石の{01121双晶の極のダイアグラム
　　　ａ）不完全双品粒中の{0112}双晶の極．
　　　　測定60ヶ.最大集積:13. 6%.
　　　　等密度線:13－10－8－5－3－2％.
　　　b）完全双晶粒中の{0112}双晶の極．
　　　　測定100ヶ.最大集積:15％.
　　　　等密度線: 13-11-9-7-5-3-1 96.
第４図i　非双晶粒中のedge〔ｅ:ｅ’〕のダイアグラム．
　　測定100ヶ.最大集積:18％.
　　等密度線:17-15-13-11-9-7-5-3 96.
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双晶葉片構造が層面片理面に平行なものが多いことを示している．これに対し，完全双晶粒のもの
は最大集積が三ヶ所にわかれ，これらはいずれも構造軸ｃから離れでおり，いいかえると層面片理
面に対して，やや斜交した双晶葉片構造が多いことを示している（第３図ｂ）．
　次に，非双晶葉片構造をもった結晶粒の約％のものは第１表に示したように一つの結晶粒内に二
組の葉片構造をもっている．この二組の葉片構造の交線〔ｅ:ｅ勺を求めてみると，ほぽ構造軸ｂに
一致している（第４図）.ＴＵＲＮＥＲとCh'ihとによっておこなわれたYule marbleの実験(1951)
では，ストレスが伸張性のものならば，交線〔ｅ:ｅ勺の最大集積はストレス軸に一致し，ストレス
が圧縮性のものならば，ストレス軸に垂直になるということを明らかにした，いいかえると，構造
軸ｂにその最大集積の位置が一致することを明らかにしたのであって，この試料で得られた結果も
これによく一致している．
　ろ）･i二り線〔ｅ:ｒ〕(glideline)と辻りセンス(gliding sense)
　{0112}面上で双晶しているということはこの面上で辻りが生じたということ，すなわち，双晶辻
り(twin gliding)が起ったことを意味するのである．また辻り方向（辻り線〔ｅ:ｒ〕の方向）およ
び辻りセンスも結晶主軸Ｃと{0112}面の関係から，作図および実際に観察した結果求められる．
　まず不完全双晶粒の辻り線はFairbairn(1949)のいうように構造軸ａに一致している（第５図
ａ）．辻りセンスについて考察してみると多少の例外を除いて，その大半のものはleft-】ateral (西
からみて反時計回りの回転）の運動センスを示している（第６図ａ）．
　次に，完全双晶粒の辻り線は不完全双晶粒の場合のように構造軸ａには一致しないで，むしろ
構造軸ｂに近ずき，構造面ab内で不完全双晶粒の空白地域(blanc area)を占めている（第５図b）.
すなわち，構造面ａｂ内で構造軸ｂから約25°離れた位置に二つの集積がみられる．この二つのクル
ーピンクの意味を明らかにするために，完全双晶粒の辻りスンスを求めた（第６図ｂ）．その結果，
ダイアグラム中の左の集積はその大半がright-lateral (西からみて時計回りの回転）の運動センス
をもつものであり，右の集積はleft-lateral (西からみて反時計回りの回転）の運勁センスをもつも
のがおもである．このように完全反晶粒で本質的に異なる二つの組があることが明らかになったの
ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｂ
第５図．方解石の辻り線〔ｅ:ｒ〕方向のダイアグラム．
　ａ）不完全双晶粒中の辻り線．測定60ヶ.
　　　最大集積:11.1%.等密度線:10－8.5－7－5－3.5－2％
　b）完全双晶粒中の辻り級測定100ヶ.
　　　最大集積:14％.等密度線:14－12－10－8－6－4－2％.
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　　　　　　　　　　　　ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｂ
　　　　　　　　．第６匿　方解石粒の{0112}双晶の辻りセンスを示すダイアグラム.
　　　　　　　　　　　　　ｔ　　left-lateralの辻りセンス.
　　　　　　　　　　　　　≠　　　right-lateralの辻りセンス．
　　　　　　　　　　　　　ａ）不完全双晶粒中の辻りセンス．測定60ケ．
　　　　　　　　　　　　　ｂ）完全双晶粒中の辻りセンス．測定47ケ．
で･left-lateralなものとright-lateralなものとを分けてｃｅ･giidle (方解石の結晶主軸Ｃとその結
晶粒中の{0112}双晶葉片構造の極とを結ぶ大円girdle)のダイアグラムを作製した（第８図）．当
然のことながらやはり異った円孤を画き，しかも第７図の不完全双晶粒のce-girdleのように構造
面ａｃにほぽ平行なものは少なく，いちぢるしく斜交している．
　そこで, Fairbairn (1949)のいう辻り線と構造軸ａの一致性，およびTurnfr(1953)のいう
ce-girdleの極と構造軸ｂの一致性をもとにして完全双晶粒の構造軸を考察してみると，非双晶粒や
　　ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｂ
第７図．不完全双晶粒のce-girdleのダイアグラム
　　点はＣ軸，矢印の頭は{01T2}双晶の極を示す.(ａ)b)に分け
　　たのは図の繁雑をさけるため〕
ろ8
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　　　　　　　　　　　ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｂ
　　　　　　第８図．完全双品粒のce-girdleのダイアグラム(図中の記号は第7図と同じ).
　　　　　　　　　　　　a) left-lateralの辻りセンスをもっ粒のce-girdle.
　　　　　　　　　　　　b) right-lateralの辻りセンス柴,もつ粒のｃｅ･girdle.
不完全双晶粒の構造軸ａおよびｂとはいちぢるしく斜交する別の構造軸a'> a″およびb≒b″が
想定される．このｙおよびb″は問題の結晶質石灰岩にみられる高角度のb'-およびb″－リニェー
ションの方向にほぽ一致するのである．
　以上の事実から，非双昌粒と不完全双晶粒の葉片構造は岩石中にもっとも顕著に発達する水平の
ｂ－リニェーションに関係し，完全双晶は発達の弱い高角度のb'－およびb″－リニェーションに
関係して形成されたと考えられる．しかしながら，ここで注意すべきことは後述するように{0112}葉
　　　　　ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｂ
第９図．不完全双品粒中の{0112}双品方向から求めたβ･軸のダイアグラム.
　　　　　　a) 251ヶの交点．最大集積:23％.
’　　　　　　等密度線:22-21-20-16-12-8-4-2 96.
　　　　　　b) 465ヶの交点．最大集積:U96.
　　　　　　　等密度線:･12－10－9－8－6－4一之-1 %.
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　　　　ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｂ
第10図．完全双晶粒中の{0112}双晶方向から求めたβ一拍のダイアグラム.
　　　　a) left-lateralの辻りセンスをもっ粒のβ一軸. 231ヶの交点．
　　　　　最大集積:n96.等密度線:12－10－6－5－4－3－2－1％.
　　　　b) right-lateralの七りセンスをもっ粒のβ一軸. 136ヶの交点．
　　　　　最大集積:14.1%.等密度線:14－13－12－10－8－6－3－1％.
ろ9
片構造がそれに対応すると考えられるリニェーションの形成に直接関係したという意味ではないの
であ‘る．
　さらに，この関係を裏づける証拠として構造軸ｂを決めるもう一つの方法を試みた．すなわち双
晶葉片構造が構造面ａｂに一致がるという考えのもとに, Sander (1950)がＳ面の交線をもとにし
てβ一軸を求めるのと同じ方法(方法としては二組の葉片構造の交線〔ｅ:ど〕を求めたのと同じ)で，
双晶葉片構造の交点をもとにしてβ一軸を求めた(第９図および第10図)．
　まず，不完全双晶粒のものは第９図に示されるように，ほぽ構造軸ｂに一致し，不完全双晶が
b－リニェーションに関係して生じたという考えを支持している．
　次に，完全双晶粒のものはやはり二つの組に分けて考察がると，まずleft-lateralのものはその最
大集積位置がほぼｂに一致し，ｙの位置には副最大集積位置しか現われていない(第10図ａ)．し
かし, right-lateralものはほぽb″の位置に最大集積があり(第10図ｂ)，完全双晶がb'-およびb″－
リニェーションに関係して生じたという考えを支持するものである.
　4)圧縮軸と伸張軸
　ＨＡＮＤＩＮとGriggsがYule marble の高温高封圧変形実験において，方解石結晶粒内の{0112}
面上に双晶辻りを起こさせるのに，もっとも効果的なストレスは結晶主軸Ｃとこの葉片構造の極と
を含む面内にあって，葉片構造の極に45°で交わることを明らかにした(1951).そのうち，伸張軸
は結晶主軸Ｃと18％゜で交わり，圧縮軸は71％゜で交わるととを確認した．
　第11図は各双晶粒について，その双晶形成にもっとも好都合な圧縮軸および伸張軸を幾何学的に
求めたダイアグラムである．
　まず，不完全双晶粒のものでは圧縮軸および伸張軸ともにその集積度はよく，両者ともに構造面
ａｃに近いものが多い．不完全双晶形成時の圧縮軸は構造面ａｃ内で地球座標軸に対し，ほぽ水平
方向からのものがもっとも強く，伸張軸は垂直方向のものが強かったといえる(第11図ａ)．
　次に，完全双晶粒のものでは伸張軸の集積はよいのであるが，不完全双晶粒のものよりはａｃ大
40 高知大学学術研究報告　第11巻　　自然科学　Ｉ　第６号
　　　　　　　ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｂ
第11図. {0112)双品葉片構造から推定した圧縮軸ならびに伸張軸方向のダイアグラム.
　　・は圧縮軸方向．×は伸張軸方向．破線は東(Ｅ)と北(Ｎ)とを通る地球座標軸に
　　対しての水平面．
　　　　　ａ)不完全双晶粒から求めたストレス軸方向．測定60ケ．
　　　　　ｂ)完全双晶粒から求めたストレス軸方向．測定46ケ．
円に対して内側に集積がみられる．圧縮軸の集積はあまりよくなく，これも二つの組に分れている
(第11図ｂ)．
Ｃ
第12図．不完全双晶粒の方向に基づいて作製した
　梗概図. a, bj cは構造軸，・axisはＣ軸の最大
　集積，Ｌは{0112}双晶の極の最大集積，ＧＬは辻
　り線〔ｅ:ｒ〕の最大集積,C,Tは圧縮軸，伸張軸の
　最大集積，破線は東(Ｅ)と北(Ｎ)を通る地球座標
　軸に対しての水平面をそれぞれ示す．
第13図．完全双晶粒の方向に基づいの作製した梗
　概図. a,b, c,b≒b″は構造軸, c-axisはＣ軸の最
・　大集積,Li, GLi, Ciはleft-lateralの辻りセンス
　をもつ粒の{0112}双品の極の最大集積，辻り線
　〔ｅ:ｒ〕の最大集積,圧縮軸の最大集積, U, GL2,
　C2はright-lateralの辻りセンスをもつ粒の
　{01T2)双晶の極の最大集積，辻り線〔ｅ:ｒjの最
　大集積，圧縮晶の最大集積，Ｔは両者の伸張軸の
　最大集積をそれぞれ示す．他は第12図に同じ．
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　第12図および第13図は不完全双晶粒および完全双晶粒の運動機構についての梗概図である．第12
図の不完全双晶粒に関しては前述したとおり簡単なパターンを示しており解釈も容易である．しか
し，第13図の完全双晶粒に関してはかなり複雑なパターンを示している．すなわち，図中のC1およ
びC2は第11図ｂから求めた圧縮軸の最大集積の位置を示したものであり，そのうち，C1は構造面
ａ≒内でほぽ地球座標軸の水平方向からの圧縮軸が主要なもので，Ｅから約20°南寄り方向からの･
主要圧縮を示している．この圧縮軸がleft-lateralの辻りセンスをもっ.だ{0112}面上の完全双晶形
成に関与したことは図からも明らかである．次に，C2は構造面ａ″ｃ内で水平面とに約45°で斜交
し，しかもＮＥ方向からの主要圧縮を示している．この圧縮軸はright-lateralの辻りセンスをもっ
た双晶形成と密接な関係がある．
　これらの概略的な方向および辻りセンスは第14図に示されて,いる．
'ド;
第14図．結晶質石灰岩の特徴を示す概略図
　b，b≒b″はリニエーション．
　C, Ci, C2は双晶葉片構造か'ら推定される主圧縮軸方向．
1･
　5）格子方向と葉片構造との関係
　前述したように，この葉片構造が再結晶作用後の変形作用による生成物であるので，この葉片構
造と変形前の各結晶粒の格子方向との関係を調べることが可能である．
　そこで一つの試みとして，各結晶粒の粒晶主軸Ｃと構造軸ａとのなす鋭角を測定した結果が第15
図のヒストグラムである．やはり三つのタイプに分けて測定したが，非双晶粒では5炉～60°付近
に，不完全双晶粒では60°～80°付近に，完全双晶粒では80°～90°付近に最大集積がある．このこ
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第15図．方解石の結晶主軸Ｃの方向と構造軸ａの
　方向との角度を示すヒストグラム．
　横軸は角度．縦軸は頻度．
　　ａ）非双晶粒
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　　ｃ）完全双晶粒
頻
頻
度
Ｇ
(%)
　15
　1
　5
　　0 10　２０　３０　４０　５０　６０　７０　ｅ０　９０変
　　　　　　　　　　ｂ
第16図ce-girdle　の極の方向と構造軸ａの方向
　との角度を示すヒストグラム．
　枇軸は角度．縦軸は順度．
　　ａ）不完全双品粒
　　ｂ）完全双品粒
とから問題の石灰岩の中で方解石結晶粒が完全双晶を生じたための必要条件としては結晶主軸Ｃが
構造面ｂｃ内またはそれにごく近い面内にあったことである．
　そこで次に，ｃｅ･gird】ｅの極と構造軸ａとの鋭角を測定した(第16図)，不完全双晶粒では75°～85°
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付近に，完全双晶粒では集積度はあまりよくないが，30°付近に最大集積をもっている．いいかえ
ると･完全双晶を生じたためのもう一つの条件としてはce-girdleが構造軸ａに対して，かなり高角
度で交わっていたことが必要なのである．
　以上の事実から，方解石のoriginalな格子方向（ここでいう゛“originalな格子方向”の意味は
diageneticなことをいうのではなく，変形初期の再結晶作用の際に位置していた格子方向のことで
ある）によって，双晶形成の程度が決まって.いたということかできる．したがって，この試料でい
えること,は葉片構造をもたない結晶粒および非双晶葉片構造や不完全葉片構造をもった結晶粒の格
子方向が完全双晶形成のストレスに対し，都合の悪い方向におかれていたため，完全双晶を生じ得
なかったと考えられる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｖ．　あ　と　が　き
　方解石結晶の{0112}面上の非双晶，不完全双晶ならびに完全双晶葉片構造の形成メカニズムに本
質的なちがいがあるかどうかという問題はかなり以前から論義されているが，いまだ結論はでてい
ない.すなわち,非双晶菜片構造について，一方では超顕微鏡的な厚さでの双晶葉片構造であって，
完全双晶葉片構造とは本質的なちがいはないとする考えがあり，他方では双晶辻り（Ｔｗin gliding)
とは逆のセンスをもつ並進辻り(Translatioin gliding)であって，メカニズムが本質的にちがって
いるという考えである．
　しかしながら，いま問題にしている結晶質石灰岩に関する限りでは，方解石結晶の非双晶葉片構
造が不完全双晶葉片構造の形成に作用したストレスと同じ系の下で発達したことは確かである．ま
た，両者の形成メカニズムにも木質的なちがいはなく，葉片構造形成直前の方解石の格子方向のち
がいによって両者の差が生じたことは十分推定できる．
　次に，完全双晶形成のストレス・プランはこれを有する結晶粒の格子方向から考えて非双晶およ
び不完全双晶葉片構造形成のものとは切離して考えるべきである．しかしながら，両者の間に時間
的なずれがあったかどうかは不明である．
　また，葉片構造形成を二種のリニェーションに結びつけて解釈したわけであるが，前述したよう
に，葉片構造形成のストレスとリニェーション形成のストレスとを同一視するのではなく，葉片構
造がすでに存在していた岩石中の構造要素（面および線構造）に支配されて生じたストレスによっ
て形成されたと考えるのが妥当だと思う．
　また，非双晶と不完全双晶葉片構造との中間的性格をもっていると思われる不完全双晶葉片構造
というものが葉片構造形成のメカニズムを解く鍵であると考えられ，その重要性を指適する次第で
ある．
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